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拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は関東学連の事業に 

格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、2025 年 10 月 18 日（土）に、日本テレビにおいて放送されました「第 102 回 

東京箱根間往復大学駅伝競走予選会」の中継におきまして、解説者が「関東学生連合  

チーム」の選出方法についてご説明した内容に誤りがございました。 

 視聴された皆様、報道関係者の皆様、ならびに選手と各大学関係者の皆様に誤った情報

をお伝えし、多大なるご迷惑と混乱をお招きしましたことを、深くお詫び申し上げます。 

該当の解説内容と、正しい選出方法につきましては、以下の通りです。 

敬具 

 

記 

 

（1）誤った解説内容 

番組内（解説）において、関東学生連合チームの選出方法について、主旨として 

「所属大学の 10 名が完走して総合順位がつかなければ、関東学生連合チームの 

メンバーにはなれない」 

といった、説明をしてしまいました。 

（2）正しい選出方法 

  第 102 回大会から適用される新ルールでは、予選会総合 11 位から 20 位の大学に 

１枠ずつ権利が付与される「チーム枠 10 名」と、予選会総合 21 位以下の大学所属選

手のうち各大学１名で個人順位上位者から選出される「その他個人枠 6 名」の、合計

16 名で関東学生連合チームが編成されます（併せて出走の上限回数を 2 回に変更）。 

そして、「その他個人枠 6 名」については、所属大学の総合順位は要件ではなく、

完走者が 10 名に達せず総合順位がつかなかった場合でも、個人順位で上位者となり

要件を満たせば、関東学生連合チームに選出されます（従来の編成方法においても、

この点は同様の取扱いでした）。 

（3）経緯と再発防止について 

今回の誤りは、本年度から適用される新ルールについて、総合順位で大学に付与さ

れる権利と、個人成績による権利付与についての確認・共有が不十分であったために

発生しました。 

事前の確認体制の甘さを深く反省し、今後はルールの確認、特に変更点に関しては、

正確な情報を正しく伝えることができるようにして参ります。 

今後とも、変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒お願い申し上げます。 

 

以上 


